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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

Gowin I3C DDR eXtensionユーザーガイドには、主に特徴、ポートの説

明、タイミングの説明、構成と呼び出し、リファレンスデザインなどが含

まれています。ユーザーが Gowin I3C DDR eXtensionの特徴及び使用方法

を迅速に理解できるように作成されています。 

1.2 サポートされるデバイス 

本ユーザーガイドに記載される情報は、以下の製品に適用されます。 

1. GW1Nシリーズ FPGA製品 

2. GW1NRシリーズ FPGA製品 

3. GW2Aシリーズ FPGA製品 

4. GW2ARシリーズ FPGA製品 

注記： 

この IPには 2つの BSRAMが必要なため、上記の一部のデバイスはリソース不足が

原因でサポートされない場合があります。 

1.3 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのウェブサイト www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

1. GW1Nシリーズ FPGA製品データシート（DS100） 

2. GW1NRシリーズ FPGA製品データシート（DS117） 

3. GW2Aシリーズ FPGA製品データシート（DS102） 

4. GW2ARシリーズ FPGA製品データシート（DS226） 

5. Gowin YunYuanソフトウェア ユーザーガイド（SUG100） 

https://gowinsemi.com/ja/support/database/
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1.4 用語、略語 

本マニュアルに使用されている関連用語、略語及び関連解釈を表 1-1に

示します。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

ACK ACKnowledge 応答 

NACK Not ACKnowledge 応答しない 

SDR Single Data Rate シングルデータレート 

HDR High Data Rate 高速データレート 

DDR Double Data Rate ダブルデータレート 

SRAM Static Random Access Memory スタティック RAM 

SCL Serial CLock シリアルクロック 

SDA Serial DAta シリアルデータ 

CCC Common Command Code 共通コマンドコード 

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査 

DAR Dynamic Address Request 
動的アドレスリクエス

ト 

DCR Device Characteristics Register デバイス特性レジスタ 

BCR Bus Characteristics Register バス特性レジスタ 

BER Bit Error Rate 符号誤り率 

IBI In-Band Interrupt 帯域内割り込み 

LCR Legacy Characteristics Register レガシー特性レジスタ 

Mbps Megabits per second メガビット/秒 

MHz Mega Hertz メガヘルツ 

MID MIPI Manufacturer Identification MIPIメーカー識別 

OD Open Drain オープンドレイン 

sysCLK System Clock システムクロック 

CE Clock Enable クロックイネーブル 

WRE Write Enable 書き込みイネーブル 

DI Data Input データ入力 

DO Data Output データ出力 

AD Address アドレス 

 

1.5 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま
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す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

http://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

2.1 I3C DDR eXtension IPの紹介 

Gowin I3C DDR eXtension IPは、シリアル通信インターフェースとシリ

アルセンサーインターフェースでデータを送受信するために使用されま

す。I3C DDR eXtensionは、同期 SRAMインターフェースを備えた I3Cバ

ス通信コントローラを提供しています。I3C DDR eXtension IPの概要を表

2-1に示します。 

表 2-1 I3C DDR eXtension IPの概要 

I3C DDR eXtension IP 

IPコアアプリケーション 

サポートされるデバイス 
GW1Nシリーズ、GW1NRシリーズ 

GW2Aシリーズ、GW2ARシリーズ 

ロジックリソース 表 3-1参照 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレンスデザイン Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア Synplify_Pro 

アプリケーションソフトウェア Gowin YunYuan 
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3特徴及びパフォーマンス 

3.1 主な特徴 

⚫ 2本のラインで実装される、1つのマスターと複数のスレーブを備

えた通信システム 

- バスクロック周波数：12.5MHz； 

- 最大 11デバイスを同時に接続することをサポート； 

- 4mAドライバー付き通常の IO PADを使用； 

- スレーブはバス上のクロックを周辺機器のクロックとして使用（そ

のため、デバイスは必要に応じて内部の低速または不正確なクロッ

クを設計可能）； 

- 組み込み CDCモジュールを備え、通信コントローラロジックは

SCLクロックドメインで動作し、ユーザーインターフェースは

system clockクロックドメインで動作； 

- スレーブからデータを読み出す場合、スレーブもマスターもこの動

作を終了できるため、読み出し長さを事前に知る必要なし； 

⚫ SDRおよび HDR伝送モードをサポート； 

- SDRモードでの最大データレートは 12.5Mbps； 

- DDRモードでの最大データレートは 25Mbps； 

⚫ 最新の I3C規格をサポート； 

⚫ I3C CCCコマンドをサポート； 

- 動的アドレス構成をサポート； 

- その他のオプションの CCCコマンドをサポート； 

⚫ IBI、hot-joinをサポート； 

- スレーブがマスターに自発的に通知することをサポート； 

- 複数のスレーブが同時にマスターに通知し、それぞれの動的アドレ

スとアービトレーションメカニズムを通じて競合を解決することを
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サポート； 

- ほかの割り込みラインは不要； 

⚫ コマンドキューイングをサポート； 

⚫ 最大 4KBキャッシュをサポート（SDR 2KB、DDR 4KB）； 

⚫ 同期 SRAMユーザーインターフェースをサポート。 

3.2 リソース使用率 

Verilogでこの IPを実装します。パフォーマンスとリソース使用率は、

使用されているデバイスの集積度、速度、およびグレードによって異なる

場合があります。 

GOWIN GW1N-9シリーズ FPGAを例にとると、この IPのリソース使

用率は表 3-1のようになります。他の GOWIN FPGAでのアプリケーショ

ン検証については、これからの最新情報を参照してください。 

表 3-1 I3C DDR eXtensionのリソース使用率 

シリーズ 
スピードグ

レード 
デバイス名 

リソース使用

率 
備考 

GW1N-9 -5 

LUT 1059 

- 
ALU 93 

REG 401 

BSRAM 2 

3.3 クロックの周波数 

この IPは、25MHzの固定クロック周波数を使用しています。この周波

数で、IPは標準の I3Cバス速度に到達できます。ユーザーは、必要に応じ

てシステムクロック周波数を増減して、より高いバス速度またはより低い

消費電力を実現できます。周波数は 150％まで上げることができます。こ

れは、チップの性能に依存します。 
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4機能の説明 

4.1  操作モード 

このソフトコアは、ユーザーに同期 SRAMインターフェースを提供しま

す。ユーザーは、制御レジスタを書き込んで IPのパラメータを構成するこ

とにより IPの通信を制御します。通信データは、キャッシュの読み出しと

書き込みによって交換されます。IPは、割り込みを通じてバスで発生する

イベントをユーザーに通知します。ユーザーは、割り込み関数を介して IP

と対話します。 

データスループットを向上させるために、このソフトコアには最大 4KB

のキャッシュが提供されています。大量のデータ通信中に読み出しと書き

込みのデータが相互にカバーされないよう、キャッシュはアドレスに応じ

て読み出しバッファーと書き込みバッファーに分かれています。ここでの

読み出しはマスターがスレーブを読み出すこと、書き込みはマスターがス

レーブに書き込むことを意味します。したがって、1回の読み出し操作で

は、スレーブは読み出しバッファーからデータをフェッチしてバスに送信

し、マスターはバス上のデータを受信して書き込みバッファーに格納しま

す。1回の書き込み操作では、マスターは読み出しバッファーからデータ

をフェッチしてバスに送信し、スレーブはバス上のデータを受信して書き

込みバッファーに格納します。 

4.2 タイミング 

4.2.1 データ書き込み 

データ書き込みタイミングを図 4-1に示します。 
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図 4-1データ書き込みタイミング 

 

 

4.2.2 データ読み出し 

データ読み出しタイミングを図 4-2に示します。 

図 4-2データ読み出しタイミング 

 

4.3 Master通信プログラミング 

4.3.1 SDRモードでの書き込み操作 

SDRモードで書き込む場合、マスター通信フローは図 4-3と図 4-4に示

すとおりです。 
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図 4-3 SDRモードでの書き込みフロー（マスター） 
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図 4-4 SDRモードでの書き込みタイミング（マスター） 
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4.3.2 SDRモードでの読み出し操作 

SDRモードで読み出す場合、マスター通信フローは図 4-5と図 4-6に示

すとおりです。 

図 4-5 SDRモードでの読み出しフロー（マスター） 
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図 4-6 SDRモードでの読み出しタイミング（マスター） 

 

4.3.3 動的アドレス割り当て 

動的アドレス割り当てが必要な場合のマスター通信フローを図 4-7と図

4-8に示します。 
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図 4-7動的アドレス割り当てフロー（マスター） 
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図 4-8動的アドレス割り当てタイミング（マスター） 

 

4.3.4 DDRモードでの書き込み操作 

DDRモードで書き込むには、SDRモードで CCCコマンドを送信し、バ

スを DDRモードにインポートする必要があります。通信プログラミング

は、SDRモードでの書き込み操作と同じです。 そのタイミングを図 4-9

と図 4-10に示します。 
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図 4-9 DDRモードでの書き込みタイミング a（マスター） 

 

図 4-10 DDRモードでの書き込みタイミング b（マスター） 

 

4.3.5 DDRモードでの読み出し操作 

DDRモードで読み出すには、SDRモードで CCCコマンドを送信し、バ

スを DDRモードにインポートする必要があります。通信プログラミング

は、SDRモードでの読み出し操作と同じです。 そのタイミングをと図

4-11に示します。此处只绘制通讯波形示意图。 

図 4-11 DDRモードでの読み出しタイミング（マスター） 
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4.4 スレーブ通信プログラミング 

4.4.1 SDRモードでの書き込み操作 

SDRモードで書き込む場合、スレーブ通信フローは図 4-12と図 4-13に

示すとおりです。 

図 4-12 SDRモードでの書き込みフロー（スレーブ） 
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図 4-13 SDRモードでの書き込みタイミング（スレーブ） 

 

4.4.2 SDRモードでの読み出し操作 

SDRモードで読み出す場合、スレーブ通信フローは図 4-14と図 4-15に

示すとおりです。 
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図 4-14 SDRモードでの読み出しフロー（スレーブ） 
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図 4-15 SDRモードでの読み出しタイミング（スレーブ） 

 

4.4.3 動的アドレス割り当て 

動的アドレス割り当てが必要な場合のマスター通信フローを図 4-16、図
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4-17、および図 4-18に示します。 

図 4-16動的アドレス割り当てフロー（スレーブ） 
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図 4-17動的アドレス割り当てタイミング a（スレーブ） 
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図 4-18動的アドレス割り当てタイミング b（スレーブ） 

 

4.4.4 DDRモードでの書き込み操作 

DDRモードで書き込むには、SDRモードで CCCコマンドを送信し、バ

スを DDRモードにインポートする必要があります。通信プログラミング

は、SDRモードでの書き込み操作と同じです。 そのタイミングを図 4-19

と図 4-20に示します。此处只绘制通讯波形示意图。 

図 4-19 DDRモードでの書き込みタイミング a（スレーブ） 

 

図 4-20 DDRモードでの書き込みタイミング b（スレーブ） 

 

4.4.5 DDRモードでの読み出し操作 

DDRモードで読み出すには、SDRモードで CCCコマンドを送信し、バ

スを DDRモードにインポートする必要があります。通信プログラミング

は、SDRモードでの読み出し操作と同じです。 そのタイミングをと図

4-21に示します。此处只绘制通讯波形示意图。 
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図 4-21 DDRモードでの読み出しタイミング（スレーブ） 

 

4.5 割り込み識別 

この IPがバス上のイベントを受信すると、ユーザーに IRQリクエスト

を送信すると同時に、対応するフラグビットをセットして、ユーザーにど

のイベントが発生したかを通知します。 

バス上のイベントの定義については、『mipi_I3C_specification』を参照し

てください。 

4.5.1 DONEフラグ 

SDRモードでのデータ転送完了割り込みフラグです。マスターのみがこ

のイベントを受信します。 

4.5.2 NACKフラグ 

SDRモードでのバス NACKイベント割り込みフラグです。マスターの

みがこのイベントを受信します。 

4.5.3 STAフラグ 

SDRモードでの start conditionイベント割り込みフラグです。マスター

とスレーブがこのイベントを受信します。 

4.5.4 SRフラグ 

SDRモードでの Re-startconditionイベント割り込みフラグです。マスタ

ーとスレーブがこのイベントを受信します。 

4.5.5 STOフラグ 

SDRモードでの stop conditionイベント割り込みフラグです。マスター

とスレーブがこのイベントを受信します。 

4.5.6 DAフラグ 

動的アドレス割り当て中に動的アドレスを受信するイベント割り込みフ

ラグです。スレーブのみがこのイベントを受信します。 
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4.5.7 LOSTフラグ 

バス上でアービトレーションが発生する時のアービトレーションロスト

イベント割り込みフラグです。マスターとスレーブがこのイベントを受信

します。バスのアービトレーションに参加しているデバイスがバスの制御

を失ったときにこのフラグビットをセットします。 

4.5.8 DDR_DONEフラグ 

DDRモードでのデータ転送完了イベント割り込みフラグです。マスター

のみがこのイベントを受信します。 

4.5.9 DDR_SRフラグ 

DDRモードでの restart conditionイベント割り込みフラグです。マスタ

ーとスレーブがこのイベントを受信します。 

4.5.10 DDR_EXITフラグ 

DDRモードでの exit conditionイベント割り込みフラグです。マスター

とスレーブがこのイベントを受信します。 

4.6 レジスタのアドレスマッピング 

このソフトコアは、キャッシュと制御レジスタを同じアドレス空間に入

れたため、ユーザーインターフェースは簡素化されています。図 4-22に示

すように、制御レジスタと読み出し/書き込みキャッシュは異なるアドレス

セグメントに割り当てられています。 

図 4-22アドレスの割り当て 
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End:12'h3FF
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制御レジスタのベースアドレスを control_base_prt = 0x800のように定

義します。 

データの読み出しと書き込みは、図 4-23に示すとおりです。 
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図 4-23 IPのインターフェースの対話モード 
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制御レジスタの一部のアドレス割り当て一覧を表 4-1に示します。 

表 4-1制御レジスタ 

名称 オフ

セッ

ト 

機能 

Basic control register 1 0x00 基本制御レジスタ 1 

Basic control register 2 0x01 基本制御レジスタ 2 

Call control register 0x02 コール制御レジスタ 

Hang up control register 0x03 ハングアップ制御レジスタ 

Pre-scale register 0x04 プリスケールレジスタ 

SDR Message Length register 0x05 SDRメッセージ長レジスタ 

DDR Message Length register 0x06 DDRメッセージ長レジスタ 

Slave Static Address 0x07 スレーブの静的アドレス 

Byte transferred 0x08 バイト転送カウンター 

Word transferred 0x09 ワード転送カウンター 

SDR Call Address 0x0a SDRコールアドレス 

DDR Call Address 0x0b DDRコールアドレス 

cache_wptrL 0x10 書き込みキャッシュポインタの下位 

cache_wptrH 0x11 書き込みキャッシュポインタの上位 

cache_rptrL 0x12 読み出しキャッシュポインタの下位 

cache_rptrH 0x13 読み出しキャッシュポインタの上位 

Cache pointer reset register 0x18 キャッシュポインタのリセットレジスタ 

State register 0x20 ステータスレジスタ 

Interrupt flag register 1 0x30 割り込み識別レジスタ 1 

Interrupt flag register 2 0x31 割り込み識別レジスタ 2 
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4.6.1 基本制御レジスタ 1 

オフセットアドレス：0x00 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. Res. enSEvent lgcyMode enMaster 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. Res. rw rw rw 

 

Bit 0: enable master 

    Write 1 to enable master 

  Write 0 to enable slave 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

 

Bit 1: legacy mode 

  Write 1 to enter legacy mode (only when enMaster = 1) 

  Write 0 to enable I3C mode 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

 

Bit 2: enable slave event 

  Write 1 to enable acknowledge slave IBI(only when enMaster = 1) 

  Write 0 to disable acknowledge slave IBI(only when enMaster = 1) 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 
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4.6.2 基本制御レジスタ 2 

オフセットアドレス：0x01 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. Res. Res. autoApplyDaa participateDaa 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. Res. Res. rw rw 

 

Bit 0: participate Dynamic Address Assignment 

  Write 1 to enable Slave participate Dynamic Address Assignment 

  Write 0 to disable Slave participate Dynamic Address Assignment 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

  Will be cleared by the hardware after ENTDAA 

 

Bit 1: automatically apply dynamic address 

  Write 1 to automatically apply dynamic address 

  Write 0 to manually apply dynamic address 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

4.6.3 コール制御レジスタ 

オフセットアドレス：0x02 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. Res. abortRead ibi call 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. Res. wr wr wr 

 

Bit 0: master call 

  Write 1 to start a transfer 

  Write 0 ignore 
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  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

  Can only operate when enMaster =1 

  Will be cleared by the hardware after call 

 

Bit 1: slave start in-band-Interrupt 

  Write 1 to start a transfer 

  Write 0 ignore 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

  Can only operate when enMaster =0 

Will be cleared by the hardware after ibi 

 

Bit 3: abort a read operation 

  Write 1 to abort a read operation 

  Write 0 ignore 

  Can be written at any state, but only take effect in read operation 

  Read return current setting 

  Will be cleared by the hardware after abort 

4.6.4 ハングアップ制御レジスタ 

オフセットアドレス：0x03 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. Res. srWhenAbort srWhenDone srWhenNack 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. Res. rw rw rw 

 

Bit 0: srWhenNack 

  Write 1 to force master re-start when encounter a NACK 

  Write 0 to force master stop when encounter a NACK 

  Can be written at any state, only work with master 
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  Read return current setting 

 

Bit 1: srWhenDone 

 In SDR mode 

  Write 1 to force master re-start when data transfer over 

  Write 0 to force master stop when data transfer over 

 In DDR mode 

  Write 1 to force master re-start when data transfer over 

  Write 0 to force master exit DDR when data transfer over 

  Can be written at any state, only work with master 

  Read return current setting 

 

Bit 2: srWhenAbort 

 In SDR MODE 

  Write 1 to force master re-start when abort a read 

  Write 0 to force master stop when abort a read 

 In DDR MODE 

  Write 1 to force master re-start when abort a read 

  Write 0 to force master exit DDR when abort a read 

  Can be written at any state, only work with master 

  Read return current setting 

4.6.5 プリスケールレジスタ 

オフセットアドレス：0x04 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. prescale 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. rw 

 

Bit 4-0: prescale 
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  Writing the prescale number to this register will take effect 

immediately when enMaster =1. 

SCL_clock_cycle/2 = prescale + 1 

So the actual SCL frequency depends on your system clock and prescale. 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

4.6.6 SDRメッセージ長レジスタ 

オフセットアドレス：0x05 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Msg length 

読み出

し書き

込み 

rw 

 

Bit 7-0: SDR mode byte try to transfer 

  Write the number before call 

  Read return current setting 

  Can be written at any state 

  Do not write in the middle of a transfer 
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4.6.7 DDRメッセージ長レジスタ 

オフセットアドレス：0x06 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 DDR length 

読み出

し書き

込み 

rw 

 

Bit 7-0: DDR mode word try to transfer 

  Write the number before DDR transfer 

  Read return current setting 

  Can be written at any state 

  Do not write in the middle of a DDR transfer 

  Must be greater than 0 when perform a DDR read 
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4.6.8 スレーブの静的アドレス 

オフセットアドレス：0x07 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Slave address Res. 

読み出

し書き

込み 

 Res. 

 

Bit 7:1: Slave Static Address 

  Write new address will take effect immediately 

  If automatically apply Dynamic Address，this register will change 

by hardware. If manually apply Dynamic Address，you should write 

new address to this register. 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return current setting 

4.6.9 バイト転送カウンター 

オフセットアドレス：0x08 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Byte transferred 

読み出

し書き

込み 

r 

 

Bit 7-0: Byte transferred 

  Write ignore 

Read return current value of transferred bytes after a SDR write or read 

  Can be read at any state 
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4.6.10 ワード転送カウンター 

オフセットアドレス：0x09 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Word transferred 

読み出

し書き

込み 

r 

 

Bit 7-0: Word transferred 

  Write ignore 

Read return current value of transferred words after a DDR write or read 

  Can be read at any state 

4.6.11 SDRコールアドレス 

オフセットアドレス：0x0a 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 SDR Call Address RnW 

読み出

し書き

込み 

r r 

 

Bit 7-1: SDR Call Address 

  Write ignore 

  Read return current value of master calling address or slave ibi 

address in SDR mode. 

 

Bit 0：SDR read/write bit 

  Write ignore 

  Read return current value of master calling or slave ibi operation in 

SDR mode. 
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4.6.12 DDRコールアドレス 

オフセットアドレス：0x0b 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 DDR Call Address Res. 

読み出

し書き

込み 

r Res. 

 

Bit 7-1: DDR Call Address 

  Write ignore 

  Read return current value of master calling address in DDR mode. 

4.6.13 書き込みキャッシュポインタの下位 

オフセットアドレス：0x10 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 cache_wptrL 

読み出

し書き

込み 

r 

 

Bit 7-0: cache write pointer low 

  Write ignore 

  Read return current value of the low 8 bits of the cache write pointer 

  Can be read at any state 

4.6.14 書き込みキャッシュポインタの上位 

オフセットアドレス：0x11 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. cache_wptrH 
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読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. r 

 

Bit 3-0: cache write pointer high 

  Write ignore 

  Read return current value of the high 4 bits of the cache write 

pointer 

  Can be read at any state 

 

4.6.15 読み出しキャッシュポインタの下位 

オフセットアドレス：0x12 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 cache_rptrL 

読み出

し書き

込み 

r 

 

Bit 7-0: cache read pointer low 

  Write ignore 

  Read return current value of the low 8 bits of the cache read pointer 

  Can be read at any state 

4.6.16 読み出しキャッシュポインタの上位 

オフセットアドレス：0x13 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. cache_rptrH 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. r 

Bit 3-0: cache read pointer high 
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  Write ignore 

  Read return current value of the high 4 bits of the cache read 

pointer 

  Can be read at any state 

4.6.17 キャッシュポインタのリセットレジスタ 

オフセットアドレス：0x18 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. Res. Res. cacheN_rprt_rst cacheN_wprt_rst 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. Res. Res. w w 

Bit 0: cache N write pointer reset 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to reset the pointer of the cache N writer 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return 0 

Bit 1: cache N read pointer reset 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to reset the pointer of the cache N reader 

  Can only be written at IDLE state 

  Read return 0 

4.6.18 ステータスレジスタ 

オフセットアドレス：0x20 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. state 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. r 

 

Bit 4-0: current state 
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  Write ignore 

  Read return current state 

4.6.19 割り込み識別レジスタ 1 

オフセットアドレス：0x30 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. lost da sto sr sta nack done 

読み出

し書き

込み 

Res. wr wr wr wr wr wr wr 

Bit 0: DONE flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

Bit 1: NACK flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

Bit 2: START flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

Bit 3: RE-START flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

Bit 4: STOP flag 

  Write 1 ignore 
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  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

Bit 5: DYNAMIC_ADDRESS_ASSIGNED flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

Bit 6: LOST flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

4.6.20 割り込み識別レジスタ 2 

オフセットアドレス：0x31 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

名称 Res. Res. Res. Res. Res. DDR_EXIT DDR_SR DDR_DONE 

読み出

し書き

込み 

Res. Res. Res. Res. Res. rw rw rw 

 

Bit 0: DDR_DONE flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 

 

Bit 1: DDR_SR flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 



4 機能の説明 4.6 レジスタのアドレスマッピング 

 

IPUG524-1.0J 34(42) 

 

  Read return current flag 

 

Bit 2: DDR_EXIT flag 

  Write 1 ignore 

  Write 0 to clear the flag 

  Can be written at any state 

  Read return current flag 
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5構造およびインターフェース 

5.1 構造 

I3C DDR eXtension IPの内部構造を図 5-1に示します。 



5 構造およびインターフェース 5.1 構造 

 

IPUG524-1.0J 36(42) 

 

図 5-1 I3C DDR eXtension IPの内部構造 
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5.2 インターフェース 

5.2.1 インターフェースの図面 

I3C DDR eXtensionのインターフェースを図 5-2に示します。 

図 5-2 I3C DDR eXtensionのインターフェース 

 

5.2.2 インターフェースの説明 

I3C DDR eXtensionインターフェースの説明を表 5-1に示します。 

表 5-1 I3C DDR eXtensionインターフェースの説明 

名称 方向 ビット幅 機能 

scl_i 入力 1 

I3Cバス上のトライステート SCL scl_o 出力 1 

scl_oen 出力 1 

sda_i 入力 1 

I3Cバス上のトライステート SDA sda_o 出力 1 

sda_oen 出力 1 

sdaPull_o 出力 1 Sdaプルアップ出力 

sdaPull_oen 出力 1 Sdaプルアップ抵抗制御 

addr_i 入力 [11:0] アドレス 

wre_i 入力 1 読み出し書き込み制御 

dataN_i 入力 [7:0] CacheNデータ入力 

dataN_o 出力 [7:0] cacheNデータ出力 
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名称 方向 ビット幅 機能 

dataP_i 入力 [7:0] CachePデータ入力 

dataP_o 出力 [7:0] CachePデータ出力 

irq_o 出力 1 割り込み信号 

sysClk_i 入力 1 システムクロック 

ce_i 入力 1 クロックイネーブル 

locRst_i 入力 1 同期リセット、アクティブ High 

rstn_i 入力 1 非同期リセット、アクティブ Low 

5.2.3 構成可能なパラメータ 

このセクションでは構成可能な Power-Onパラメータについて説明しま

す。これらのパラメータは RTL合成のパラメータであるため、FPGAソフ

トコアモードでのみ有効です。ハードコアモードでは、これらのパラメー

タはすべて 0になり、ユーザーは実行時に対応するレジスタに書き込むこ

とによってのみ関連する構成を変更できます。 

注記： 

システムがグローバルにリセットされると、構成レジスタの値も対応する Power-Onパラ

メータ値に戻ります。 

構成可能なパラメータを表 5-2に示します。 

表 5-2構成可能なパラメータ 

パラメータ 機能 

INI_enMaster システムリセット後のデバイスの役割を決定します。enMasterの初

期値。 

INI_participateDaa システムリセット後に動的アドレス割り当てに参加するかどうかを

決定します。participateDaaの初期値。 

INI_autoApplyDaa システムリセット後に取得された動的アドレスを自動的に適用する

かどうかを決定します。autoApplyDaaの初期値。 

INI_srWhenNack システムリセット後に NACKが発生した時の動作を決定します。

srWhenNackの初期値。 

INI_srWhenDone システムリセット後に Doneが発生した時の動作を決定します。

srWhenDoneの初期値。 

INI_srWhenAbort システムリセット後に Abortが発生した時の動作を決定します。

srWhenAbortの初期値。 

INI_enSEvent システムリセット後に slave IBIに応答するかどうかを決定します。

enSEventの初期値。 

INI_plsNumber システムリセット後の SCLの分周値を決定します。plsNumberの初

期値。 

INI_myAddress システムリセット後の静的アドレスを決定します。myAddressの初

期値。 
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6IPの構成と生成 

6.1 I3C DDR eXtensionの構成 

1. FPGA RTLプロジェクトを新規作成します（図 6-1）。 

図 6-1 FPGA RTLプロジェクトの作成 

 

 

2. IP Core Generatorから I3C DDR eXtensionの構成インターフェースを

開きます（図 6-2と図 6-3）。 
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図 6-2 I3C DDR eXtensionの呼び出し 
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図 6-3 I3C DDR eXtensionの構成 

 

 

3. パラメータを構成して IPを生成します（図 6-4）。 
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図 6-4 I3C DDR eXtensionの生成 

 

 

4. 生成された IPをプロジェクトに追加するかどうかを尋ねられたら、

[OK]をクリックします。 

6.2 生成されるファイル 

6.2.1 ファイルの階層構造 

RTLプロジェクトの srcをルートディレクトリとして、IP Core 

Generatorによって生成される主なファイルとその機能は図 6-5に示すと

おりです。 

図 6-5 IP Core Generatorによって生成されるファイル 
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